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 ６月２日、清水市民活動センター第１会議室において定期総会が開催されました。 

センター事業では、清水七夕まつりへの参加による地域との関わり、大学生サークルと連携した講座開催など、

今までとは違った動きがありました。 

また、「清水元気プロジェクト」や、クラウドファンディング講座の企画から実践、団体への個別サポートの

試行など、独自事業への取り組みがはじまりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年は、NPO 法が成立して２０年の節目の年です。この間、社会課題は多様化、複雑化し、NPO の果たす役

割も大きくなりました。一方で活動停止や休眠状態の NPO 法人の増加も続き、つい最近、そのような NPO 法

人を売買して詐欺行為に悪用するというニュースが飛び込んできました。世の中を良くするためにできたはずの

NPO 法人が犯罪の原因になった残念な事件です。私たちも、中間支援を担う団体として襟を正さなければなり

ません。 

 また、静岡市の市民活動センターも、アセットマネージメントの考えに基づきそのあり方が問われています。 

第４期指定管理期間を迎え、NPO サポート・しみずも団体としての真価を問われることになります。 
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第６回定期総会終了   
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静岡県立大学 
若者エンパワメント委員会による講座 清水七夕まつり

市民活動団体 
９団体が出展 

 

清水元気プロジェクト 
「寄付つき商品」の成果を贈呈 
 櫻田産業㈱から NPO 法人たからじまへ 

木村理事提案の 
「クラウドファンディング講座」 
  受講団体から成功事例が生れました 



 

 

市民活動センタースタッフ 

 センター長 磯谷千代美    副センター長 川口瑠衣 

 スタッフ 佐藤節子・伊藤豊・上原薫・根本真由・望月裕子 

 サポートスタッフ 足立雅子(交流事業、シフト補填等) 

   人材は引き続き探します。市民活動に関わっている方、関心のある方をご紹介ください。 

役員 

 理事長  磯谷千代美      

副理事長 田邊 直恵 

 理 事  木村 精治・水崎 郁美・望月 健次・望月 裕子 

     監 事  金川 幸司・岩原 雅美 

 ※役員については総会の場で議決され、その後理事会において理事長および副理事長を互選し、 

  総会出席者の前で発表されました。 

 

 

提案事項 

事業・決算について 

 決算については、NPO 独特の「活動計算書」 

として報告されていますが、２８年度決算や、 

年度当初予算との比較が出来る資料の提示が必 

要という意見がありました。 

 要望により会員に開示することができますが、 

次年度総会には資料として添付します。 

事業計画・予算について 

 前年度に比べ、センター指定管理についての 

経費が増えています。 

 静岡市が５月から運用を開始したポータルサ 

イト関連の費用、退職金引き当て等の人件費、 

年度末に精算となる分の修繕費が加算されてい 

ます。増額とはいえ、実質的には光熱水費はじ 

め施設管理費の上昇も予想され、厳しさは変わ 

りません。 

 また、毎年のように受託していた県事業については、予算や事業規模の縮小が続くなか、協働の形が形骸化し

ています。今後の取組については、理事会を中心に十分な議論が必要です。 

今後の運営について 

「センター運営に関わらなければセンターのことはわからない」？ 

 現在、市民活動センターの事務ブースには９団体が入居しています。事務所として利用していますが、センタ

ーが無くなった場合、団体の活動はどうなるのでしょうか？また、運営や活動の相談に訪れる団体はどこに行け

ば良いのでしょうか？また、番町・清水の 2 センターの指定管理者を 1 団体に委託する、という方針が出た場

合、Nサポはどうすべきでしょうか？私たちには、すでに現実的な課題が突きつけられています。 

 スタッフとして関わっていたり、団体として利用しているＮサポ会員からは、「もっと話し合いを深める場が

必要｡一般会員の議論や交流の場を設定し、直接情報を共有していかなければ会員の気持ちは離れていく」とい

う率直な意見が出ました。 

 また、市民活動推進協議会では、「次年度にはセンターの在り方について答申を出す方向になるのではないか」

という声も聞かれる中、市民活動を支える拠点としてのセンターと、中間支援を行う人材の確保は、多くのみな

さんの協力がなければ不可能です。 

 理事会としては、今回の意見を受け止め、早急に具体的な提案をしていく予定です。会員のみなさま、今後の

団体活動に一層のご理解、ご協力をお願いいたします。 

 

平成３０年度の体制 

出席者からの意見 

清水市民活動センター １２周年記念事業にご協力を！ 

    １２周年記念事業の企画を考える「企画会議」を開催します。 

     団体や市民が楽しく交流できるアイデアを自由に出し合って下さい。 

        日 時：７月６日（金）19:00 ～ 

        場 所：清水市民活動センター 第１会議室 

  


